
組織拡大行動

年金貰えない若者は この業界では生きていけない

２０１４年０８月２８日 石川ハイタクが能登の七尾駅から３００キロかけて街宣行動

全自交石川ハイタク連合会は、８月 日（木）午前９時より、能登の七尾駅から始め、28

加賀の加賀温泉駅までおよそ３００キロをかけ街宣行動を行いました。

「主要駅および小松空港を廻り、各構内に待機しているタクシー乗務員に対し 「タクシ、

ー改正法を実効性あるものにして、タクシー産業を再生し、私たちの労働条件を改善し、

公共交通にふさわしい生活ができるように、行動を行っています」と、私たちの運動への

理解を訴え、全自交に加盟してもらえるように、一人一人にチラシを配布しながら声かけ

をしました。郡部の乗務員は、年金を受給しながら働いている人が多く、正社員を外れて

パート扱いになっている人もいます。

更に高齢化が進んでいる状況がうかがえました。また 「自分は年金を貰いながら何とか、

生活しているが、年金を貰っていない若者は、この業界ではやっていけない」との現場の

厳しい声もあり 「全自交としてこのような状況を一日も早く打開していくために、全自、

交は頑張っています」と理解を求めながら、街宣行動を続けました。




